連合岩手発第112号
２０２０年５月１日
岩手県知事　
達増　拓也　様
日本労働組合総連合会岩手県連合会
会　長　　八幡　博文　　
新型コロナウイルス感染症拡大に対する緊急要請
　新型コロナウイルス感染症対策をはじめ県民の命と生活を守る取り組みに日々ご奮闘されている貴職に対し心から敬意を表します。
　新型コロナウイルス感染症対策について、連合はこれまで雇用の維持や中小企業対策の強化、国民の生活を守る観点から、国に対し要請や提言を行ってきました。
　また、連合岩手としても、岩手労働局、岩手県経営者協会をはじめ県内使用者団体に対し春闘期の要請に併せ、労働者の健康と仕事の両立、雇用の維持、中小企業に対する支援等を要請してきました。
　さらに、連合は４月２日に国に対し別添「新型コロナウイルス感染症拡大に対する総合的対策について（緊急提言）」を提出しております。
　ついては、県として各種施策を鋭意展開されているところとは存じますが、県民の命と生活を守るため、以下の事項についてご検討ご対応くださいますよう要請いたします。
記
１．４月２日付け連合から国への緊急提言について
連合が国に提出した緊急提言の実現に向けて、県としても国や市町村、関係団体と連携した取り組みを行うこと。
２．需要急減の影響を受けた県内経済に対する支援について
外出やイベント自粛、観光客の減少により経営に深刻な影響が出ている県内のバス、タクシーをはじめとする交通運輸、宿泊、飲食、小売り等の事業者に対する支援を最大限行うこと。
３．国保・後期高齢者医療における傷病手当金の支給について
　令和２年３月１０日付け各都道府県あて厚生労働省保険局国民健康保険課・高齢者医療課事務連絡「新型コロナウイルス感染症に感染した被用者に対する傷病手当金の支給等について」による感染した被用者に対する傷病手当金の支給について、早急に支給可能となるよう県内市町村や国民健康保険組合に対し適切な助言等を行うこと。
４．雇止め・内定取り消しの防止について
解雇や雇止め、内定取り消しが安易に行われることのないよう、引き続き国や関係団体と連携した取り組みを行うこと。
５．検査体制等の強化について

県のPCR検査実績が全国的に見て少ないことが報じられているが、県の検査体制、医療体制、相談体制を拡充し、県民不安を解消すること。
６．医療・福祉・介護等の現場に対する支援について
関係者の献身的な業務が続いている医療、福祉、介護、保育、学童等の現場が崩壊しないよう体制の確保、マスク、防護服等の衛生資材の供給等必要な支援を行うこと。
７．収入減少、生活困窮対策について

　大幅な収入減少や生活困窮となった人に対する相談体制の強化、生活困窮者対策、生活保護の適正迅速な対応等を市町村と連携して行うこと。
８．緊急事態宣言に関連する対応について
（１）休業もしくは事業継続を要請する業種等については、県民、事業主にしっかりと説明、明示すること。
（２）休業を要請する業種・事業主に対しては、雇用の維持や今後の事業継続に向けた各種助成制度の拡充・周知を図るとともに、休業補償を行うこと。
（３）事業継続を要請する業種・事業主に対しては、労働者の感染防止のためのガイドラインの策定と徹底、学校休校に対応する有給休暇の付与、妊産婦等リスクの高い労働者への配慮等を求めるとともに、過重労働の防止を要請すること。
（４）事業継続を要請する業種・事業主に対しては、労働者へのマスク・消毒液の安定供給など感染予防策を講じること。
以　上
